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災害　いざという時に備えて、日ごろの準備は万全ですか？ ･ 2～3
新しい街づくりに向けて動きだしました ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4
秋山地区地域審議会がスタートしています ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 5
住民基本台帳カードを無料で交付しています ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 5
市民のみなさんと市長とのふれ愛トークを開催しました ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6
国民年金に加入のみなさんへ、付加保険料を納付しませんか？ ･ ･ 6
下水道のはなし ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 7
地上デジタル放送、簡易なチューナーなどの支援を行います･ ･ ･ ･ 7
上野原市立病院指定管理移行からもうすぐ1年・そのあゆみ ･ ･ ･ ･ 8

主 な 内 容

見つけよう好きなこと体験活動見つけよう好きなこと体験活動
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○
身
の
安
全
を
確
保
す
る
！

・
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
丈
夫
な
机
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
し
ま
し
ょ

う
。

・
座
布
団
な
ど
が
身
近
に
あ
れ
ば
、
頭
部
を

保
護
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
揺
れ
は
、
1
分
程
度
で
お
さ
ま
り
ま
す
。

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
窓
を
開
け
て
、
避
難
口
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

○
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
！

・
小
さ
い
揺
れ
で
も
す
ぐ
消
火
。
揺
れ
が
大

き
い
と
き
は
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
火
し
た
ら
、
消
火
器
・
バ
ケ
ツ
な
ど
で

火
の
小
さ
い
う
ち
に
消
し
止
め
ま
し
ょ

う
。

○
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
低
限
に
！

・
荷
物
は
少
な
く
し
、
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
で
両

手
が
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で
、
靴
は
底
の

厚
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
危
険
！

・
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
は
、
落
下
物
や
塀
が

倒
れ
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
崖
や
川
べ
り
で
は
、
地
盤
が
緩
ん
で
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
正
し
い
情
報
の
入
手
！

・
間
違
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防
災
無
線
、
音
声
告
知
端

末
な
ど
か
ら
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
要
な
電
話
を
か
け
な
い
！

・
消
防
署
な
ど
へ
の
災
害
状
況
の
問
い
合
わ

せ
は
救
助
活
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

○
非
常
用
持
出
品
の
準
備

・
避
難
場
所
で
の
生
活
に
備
え
て
最
低
限
必

要
な
準
備
を
し
、
ま
た
、
負
傷
し
た
と
き

に
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
用
持
出
袋
な
ど
は
、
い
つ
で
も
持
ち

出
せ
る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
時
に
備
え
て
最
低
限
3
日
分
の
食
料

や
飲
料
水
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
煮
炊
き
の
で
き
る
燃
料
の
こ
と
も

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
の
確
認

・
市
内
34
か
所
に
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す

（
次
頁
参
照
）。
避
難
場
所
へ
の
安
全
な
道

順
を
い
く
つ
か
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1

・
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
の
通
信
が
増
加
し
、
つ
な
が
り
に
く
い

状
況
に
な
っ
た
場
合
に
提
供
が
開
始
さ
れ

ま
す（
次
頁
参
照
）。

○
木
造
住
宅
の
耐
震
検
査

・
対
象
住
宅
は
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
で
す
。
詳
細
は
建
設
課

計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

・
家
具
等
は
、
ト
メ
金
な
ど
で
し
っ
か
り
固

定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
就
寝
位

置
に
つ
い
て
も
危
険
が
な
い
か
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

○
防
災
訓
練
の
実
施

・
予
備
知
識
の
有
無
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
行
動
に
大
き
な
差
が
で
ま
す
。

地
域
で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

近年、大規模な地震やゲリラ豪雨（集中豪雨）が各地で発生しています。先月には、西日本各地で、台風9号の接
近にともなう大雨による被害があり、また、11日早朝には、駿河湾を震源とする地震が発生し、静岡県で震度6弱、
上野原市内でも震度3の地震を観測しました。みなさんも災害の恐ろしさを改めて感じたのではないでしょうか。
災害による被害は1人ひとりの心がけで最小限に抑えることが可能です。この機会に、ご家族で災害時の対応や

避難場所等、防災についてもう一度確認してみてはいかがですか。

災 害 いざという時に備えて

日ごろの準備は万全ですか？

広報8月号でお知らせしまし
たが、例年、8月末の日曜日に
実施している上野原市総合防
災訓練は、第45回衆議院議員
選挙が8月30日（日）に行われ
ることから、今年は9月6日
（日）に実施します。
今回は棡原小学校を主会場

として、消火訓練、炊き出し
訓練、救助訓練などを行いま
す。

◆
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
◆

◆
ま
ず
は
備
え
る
こ
と
か
ら
◆

▲震災の爪あと（新潟県中
越沖地震）

防災訓練に参加しよう

▲日ごろから非常用持
出袋の準備を



NTTでは、災害時に電話で安否確認ができる“災害
用伝言ダイヤル「171」”を提供します。
「171」利用のしくみ
《サービスの開始》
●震度6以上の地震が発生した時
●災害等発生により電話が混み合った時
●東海地震注意情報発令後、状況に応じて提供
《利用できる電話機等》
●NTTの一般電話機、公衆電話機、INSネット64、
INSネット1500等、携帯電話機、PHS

録音・再生するには・・・
①「171」へダイヤルする。
②録音は「1」、再生は「2」を。
③自分（または相手）の電話番号を市外局番からダイ
ヤルする。

④メッセージを録音（再生）する。
※サービスの体験ができます。
毎月1日、正月三が日、防災週間（8月30日～9月5
日）および防災とボランティア週間にサービスの体
験ができます。

棡原

上野原

大鶴

島田

秋山

甲東

大目

巌

西原

四方津駅

IC

上野原駅

●

上野原市役所

1
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12
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14 15
16

17
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19

20

21
22

23

24
25

26

27

28 29

30

31

32

33

34

地域の範囲
沢松地区
〃

四方津地区
〃
〃

沢松地区

番号
7
8
9
10
11
26

避難場所名称
沢松小学校
沢松幼稚園
四方津小学校
上野原西中学校
巌保育所
上野原高校 番号

28
29
30
31
32
33

番号
1
2
3
4
5
6

番号
24
25
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避難場所名称
西原小学校
西原保育所

避難場所名称
大鶴小学校
大鶴幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
上野原第1保育所
上野原第2保育所
日大明誠高校
もみじホール

指定避難場所一覧

地域の範囲
西原地区
〃

■西原地区
番号
21
22
23

避難場所名称
棡原小学校
旧棡原中学校
棡原保育所

地域の範囲
棡原地区
〃
〃

■棡原地区

番号
12
13
17
18
19
20
27
34

地域の範囲
大鶴地区
〃

上野原地区
〃
〃
〃
〃
〃

■大鶴・上野原地区

避難場所名称
大目小学校
大目保育所
甲東小学校

甲東小学校和見分校
旧平和中学校
甲東保育所

地域の範囲
大目地区
〃

甲東地区
甲東（和見）地区
大目・甲東地区
甲東地区

■大目・甲東地区

■巌地区 番号
14
15
16

避難場所名称
島田小学校
島田中学校
島田保育所

地域の範囲
島田地区
〃
〃

■島田地区

避難場所名称
秋山小学校
秋山中学校
秋山保育所
秋山公民館
旧浜沢小学校
旧桜井小学校

地域の範囲
秋山地区
〃
〃
〃
〃
〃

■秋山地区

災害等により集合した人々の安全が確保できるスペー
スを有し、また、避難に伴う不安や混乱を防ぎ、住民
の避難誘導、情報伝達、応急救護等を行うことが可能
な「小学校・中学校・高等学校」等の屋外運動場等を
いいます。
○各避難場所の屋外運動場（秋山公民館・もみじホー
ルを除く）

災害等により居住場所を確保できなくなった方を収容
する施設であり、かつ、救護・復旧等の活動を行うた
めの拠点となるものをいいます。
○幼稚園・保育所…遊戯室等
○小・中・高等学校…屋内運動場（甲東小学校和見分
校は校舎）

○秋山公民館…公民館
○もみじホール…多目的ホール、会議室（2・3・4）

避難地

避難所

※避難場所には避難地と避難所があります。

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

災害用伝言ダイヤル



一般財源
事　業　名

新型インフルエンザ予防等対策事業

有害鳥獣管理捕獲補助金等

女性特有のがん検診推進事業

市民会館解体事業

ごみ処理施設（計装機器）修繕事業

プレミアム商品券助成事業

企業立地促進事業助成金

駅周辺整備基本構想作成業務

市道道路維持工事

中央自動車道スマートＩＣ事前調査等事業

ＡＥＤ設置事業

棡原小学校耐震診断委託等

旧棡原中学校耐震診断委託

大鶴小学校音楽室石綿除去工事

旧西原中学校改修事業

旧平和中学校改修事業

ふるさと雇用再生特別基金事業

緊急雇用創出事業

2,608

325

4,325

62,335

40,700

7,700

31,311

5,619

42,283

4,000

9,500

2,762

3,000

3,150

29,020

5,408

24,708

20,600

4,325

49,900

32,600

7,000

31,140

4,000

33,600

3,200

7,500

2,200

2,400

2,500

20,800

4,300
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新しい街づくりに向けて動きだしました
平成21年第2回定例会（6月議会）および、8月3日に行われた臨時議会で補正予算が議決されました。
今回の補正予算は、世界的な不況の中、雇用環境の改善・地域の振興策・教育環境の改善などが重点となってい

ます。なお、ふるさと雇用再生特別基金事業・緊急雇用創出事業では、総勢30名の雇用を創出する予定です。
主なものをお知らせします。

事
業
の
概
要
（
主
な
も
の
）

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
等

対
策
事
業

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
強

化
と
し
て
、
感
染
拡
大
を
抑
制

す
る
た
め
の
資
機
材
の
購
入
等

を
行
い
ま
す
。

《
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
関
係
》

◆
市
民
会
館
解
体
事
業

・
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
強
度
に

不
足
が
あ
る
た
め
、
周
辺
住
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
解

体
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
企
業
立
地
促
進
事
業
助
成
金

・
企
業
立
地
を
促
進
し
、
雇
用
機

会
の
拡
大
に
役
立
て
る
た
め
、

市
内
に
お
い
て
製
造
業
等
の
立

地
事
業
を
行
う
企
業
に
対
し
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
中
央
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

事
前
調
査
等
事
業

・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
に
係
る
費

用
と
利
用
に
伴
う
経
済
効
果
を

調
査
し
ま
す
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業

・
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
等

に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）を
設
置
し
ま
す（
学
童
保

育
6
台
・
正
規
保
育
所
5
台
・

へ
き
地
保
育
所
4
台
・
幼
稚
園

2,608

188

12,435

8,100

700

171

1,619

8,181

800

2,000

562

600

650

8,220

1,108

1

2

財　　源　　内　　訳 （単位：千円）

137

502

24,707

20,598

2
台
・
小
学
校
8
台
）。

《
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
関
係
》

◆
市
内
温
泉
施
設
健
康
増
進
事
業

・
市
内
温
泉
施
設
の
屋
内
外
プ
ー

ル
等
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
運
動
や
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を

企
画
・
実
施
し
、
利
用
者
の
健

康
増
進
を
図
り
ま
す
。

◆
地
域
資
源
活
用
事
業

・
新
た
な
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
や
特
産
品
の
開
発
に
つ
な
が

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講

座
の
開
設
を
は
じ
め
、
既
存
商

品
の
販
路
拡
大
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の

充
実
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
展
開
し
ま
す
。

《
緊
急
雇
用
創
出
事
業
関
係
》

◆
道
路
河
川
環
境
整
備
事
業

・
道
路
側
溝
の
破
損
状
況
調
査
・

舗
装
の
穴
埋
め
等
や
河
川
の
粗

大
ご
み
の
撤
去
お
よ
び
清
掃
を

行
い
ま
す
。

◆
市
立
図
書
館
資
料
整
備
事
業

・
行
政
資
料
、
寄
贈
資
料
、
統
廃

合
に
よ
る
学
校
図
書
の
受
領
に

よ
る
資
料
選
別
受
入
整
理
等
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

事業費 国庫支出金 県支出金



住民基本台帳カードの特徴

●写真付のカードは、行政機関や金融機関等
で公的な身分証明書としてご利用できま
す。

●カード内に記録されている住民票コードに
より、住基ネットワークでの本人確認に利
用できます。

●有効期限は発効日から10年間
●公的個人認証サービスの秘密鍵、電子証明
書の保存用カードとして利用できます。
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基

カ
ー
ド
）」
を
平
成
23
年
3
月
31

日
ま
で
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
取
得
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

申
請
方
法

①
市
民
課
窓
口
担
当
に
事
前
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
お
よ
び
交
付
時
の
混
雑
を

避
け
る
た
め
、
予
約
制
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
予
約
日
時
に
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
用

紙
へ
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
持
ち
物

運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
・
印
鑑

■
本
人
確
認
が
で
き
た
場
合

当
日
交
付
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

市
民
課
か
ら
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
交
付
通
知
書
兼
回
答
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
時
に

指
定
し
た
日
時
に
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼
回

答
書
、
印
鑑（
認
印
）、
健
康
保

険
証
等
を
持
参
し
て
市
民
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
を

希
望
さ
れ
る
場
合
》

・
6
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
写

真
を
ご
用
意
く
だ
さ
い（
正

面
・
無
帽
で
、
縦
4
㎝
×
横
3

㎝
）。
市
民
課
で
撮
影
の
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

※
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
場
で
交

秋
山
地
区
地
域
審
議
会
は
、
合

併
に
伴
う
行
政
区
域
の
拡
大
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
意
見
が
合
併
後

の
市
政
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対

し
て
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
と
合
併
前
の
両
町
村

の
協
議
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
4

月
1
日
か
ら
8
年
間
、
旧
秋
山
村

の
区
域
に
、
市
長
の
諮
問
に
よ
り

審
議
ま
た
は
意
見
を
述
べ
る
機
関

と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
4
月
に
2
期
目
の
委

員
10
名
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
3
回
の
審
議
会
を
開
催

し
、
秋
山
地
区
に
関
す
る
施
策
の

展
開
や
、
新
市
建
設
計
画
の
執
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
星
野
五
俊

副
会
長
　
落
合
秀
光

委
　
員
　
安
留
紀
久
子

〃
　
　
加
藤
孟
公

〃
　
　
原
田
英
二

〃
　
　
佐
藤
英
雄

〃
　
　
須
藤
樂
春

〃
　
　
原
田
知
明

〃
　
　
河
内
郁
夫

〃
　
　
関
戸
正
文

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

付
し
ま
す
の
で
市
民
課
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
民
課

窓
口
お
よ
び
お
近
く
の
支
所
・

各
出
張
所
で
申
請
が
で
き
ま
す

が
、
後
日
、
市
民
課
窓
口
で
交

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
発
行
時
間
は
1
人
約
20
分
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

審議会の様子

▲委嘱状交付式の様子

秋
山
地
区
地
域
審
議
会
が

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

秋
山
地
区
地
域
審
議
会
が

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
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市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の

ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
、
市
長
が
市
民

の
み
な
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
街
づ

く
り
に
関
す
る
思
い
や
、
地
域
で

抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
把
握

し
、
今
後
の
市
政
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

7
月
30
日（
木
）に
開
催
し
た
3

回
目
に
は
、
3
組
の
方
が
お
越
し

に
な
り
、
市
長
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

・
下
水
道
工
事
に
関
す
る
ご
相
談

・
八
重
山
整
備
や
観
光
行
政
に
関

す
る
ご
提
言

・
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
関
す
る
ご
相
談

・
行
政
文
書
の
カ
タ
カ
ナ
語
表
記

等
に
関
す
る
ご
意
見
　
等

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
、
ご
提
言
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

ど
れ
も
地
域
の
実
情
や
将
来
の
上

野
原
市
を
見
据
え
た
切
実
な
内
容

で
し
た
。
中
に
は
一
朝
一
夕
に
は

対
処
で
き
な
い
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
等
を
参
考
に
、「
住

み
よ
さ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
今
後
の
上
野
原
市
の
政

策
に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

9
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

9
月
28
日（
月
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

付
加
保
険
料
と
は
…

平
成
21
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
は
、
40
年
間
保
険
料
を

納
め
た
場
合
の
満
額
で
79
万
2
1

0
0
円（
年
額
）で
す
が
、
老
後
に

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い
と

考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加

年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
月
の
保
険
料（
平

成
21
年
度
は
1
万
4
6
6
0
円
）

に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
付
す
る
と
、
付
加
年
金
を
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
し
く
み
で
す
。

付
加
保
険
料
の
額
は
…

付
加
保
険
料
の
額
は
1
か
月
400

円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
付
で

き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保

険
者
の
方
で
す
。

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

付
加
年
金
額
は
…

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

年
金
額
＝
200
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数（
65
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
場
合
）

保
険
料
月
額
400
円
に
対
し
て
、

年
金
額
は
年
200
円
で
す
か
ら
、
65

歳
か
ら
年
金
を
受
給
し
た
場
合
、

2
年
間
で
付
加
保
険
料
相
当
分
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基

礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前
に
繰
上
げ

受
給
、
ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に
繰

下
げ
受
給
す
る
場
合
に
は
、
付
加

年
金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額

率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増

額
さ
れ
ま
す
。

納
付
手
続
き
は
…

印
鑑
・
年
金
手
帳
を
お
持
ち
に

な
り
、
市
民
課
国
保
年
金
担
当
、

ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
上
乗
せ
の
年
金
を

考
え
て
い
る
方
に
は
…

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て

上
乗
せ
の
年
金
を
考
え
て
い
る
第

1
号
被
保
険
者
の
方
の
た
め
に
、

付
加
保
険
料
の
ほ
か
に
も
、
公
的

な
年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年
金
基

金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
の
加
入
に
つ
い

て
は
、
山
梨
県
国
民
年
金
基
金

（
蕁
0
1
2
0
―

6
5
―

4
1
9
2
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
役
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

・
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事

務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

国
民
年
金
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か
？
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以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
宅
地
内
排
水
設
備
を

設
置
し
た
場
合
、
工
事
費
の
2

分
の
1（
限
度
額
10
万
円
）を
補

助
し
ま
す
。
補
助
対
象
工
事
は
、

水
洗
化
工
事
費
、
宅
地
内
排
水

設
備
工
事
費
、
井
戸
な
ど
に
設

置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付
費

等
で
す
。

②
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る

た
め
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
う
制
度
で
す
。
市
内
の
金

融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）か
ら

下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
汲
み
と
り
ト
イ
レ
の
ご

家
庭
は
3
年
以
内
に
、
浄
化
槽
等

の
ご
家
庭
も
、
速
や
か
に
公
共
下

水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
等
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
早
期
に
市

が
設
置
し
た
「
公
共
汚
水
ま
す
」

ま
で
の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置

し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
と
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

①
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
？

Ａ
「
日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け

て
い
る
世
帯
」
が
対
象
で
す

（
具
体
的
に
は
、
生
活
保
護
世

帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
の
障

害
者
世
帯
、
社
会
福
祉
事
業
施

設
入
所
者
等
）。

※
す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
支

援
の
対
象
外
で
す
。

Ｑ
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は
？

Ａ
現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
に
取
り
付
け
る
「
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
」
の
無
償
給
付
を
し

ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必

要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行

い
ま
す
。

Ｑ
申
込
先
は
？

Ａ
未
定
で
す
。
決
ま
り
次
第
申
込

方
法
を
含
め
て
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Ｑ
支
援
の
開
始
時
期
は
？

Ａ
平
成
21
年
秋
以
降
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
日
程
は
改

め
て
周
知
す
る
予
定
で
す
。

※
注
意
事
項

①
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
契

約
手
続
き
等
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
支
援
は
現
物
支
給
で
す
。
ご
自

身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
を
精
算
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

・
支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
蕁
0
5
7
0
―

0
7
―

0
1

0
1
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な
い

場
合
に
は（
蕁
0
3
―

4
3
3
4

―

1
1
1
1
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受
信

料
免
除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
蕁
0
5
7
0
―

0
7
7
0
7

7
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す

融
資
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
場
合

に
生
ず
る
利
子
を
市
が
全
額
補

給
し
ま
す
。

※
①
②
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
の
み
な
さ
ん
へ

排
水
設
備
工
事
補
助
金
の
交
付

期
限
で
あ
る
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
22
年
3
月
末
日
ま
で
に

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
な
い
と

補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
未
接
続
の
方
は
補
助

金
制
度
を
ご
活
用
の
う
え
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
年
度
末
に
は
各
指
定

工
事
店
に
工
事
の
依
頼
が
殺
到

し
、
工
事
を
完
了
で
き
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工

事
は
早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し
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昨
年
10
月
に
指
定
管
理
者
の
も
と
ス
タ
ー

ト
し
た
市
立
病
院
が
1
年
を
迎
え
ま
す
。
開

院
か
ら
1
年
を
目
前
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
10
月

・
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
病
院
の
運
営
を

開
始
。
国
保
診
療
所
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
た
秋
山
診
療
所
を
、
上
野
原
市
立
病
院

附
属
診
療
所
に
改
組
し
、
医
師
が
交
替
で

診
療
に
あ
た
る
形
態
で
運
営
を
開
始
。

・
休
止
し
て
い
た
西
原
診
療
所
の
診
療
、
本

院
の
整
形
外
科
の
外
来
・
入
院
診
療
、
土

曜
日
の
外
来
診
療（
内
科
）を
再
開
。

平
成
20
年
11
月

・
老
朽
化
し
て
い
た
Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
診
断
撮
影
装
置
）を
更
新
し
、
新

た
に
C
R（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
X
線
撮
影
装

置
）を
導
入
し
て
画
像
診
断
機
能
を
充
実
。

平
成
21
年
3
月

・
診
断
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
医
療
振
興
協
会
所
属

の
東
京
北
社
会
保
険
病
院
に
あ
る
同
様
の

シ
ス
テ
ム
と
接
続
さ
れ
て
い
て
、
放
射
線

科
読
影
専
門
医
と
の
間
の
相
互
通
信
に
よ

り
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
の
速
や
か
な
診
断
が

可
能
。

・
内
視
鏡
室
を
移
転
・
改
装
し
、
内
視
鏡
機

器
を
県
内
初
と
な
る
新
し
い
リ
ー
ス
方
法

で
最
新
機
種
に
更
新
。
こ
う
し
た
レ
ン
ト

ゲ
ン
画
像
や
内
視
鏡
画
像
は
、
フ
ィ
ル
ム

が
不
要
と
な
り
、
診
断
画
像
管
理
シ
ス
テ

ム
上
で
院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
見
る

こ
と
が
可
能
。

平
成
21
年
4
月

・
4
名
の
常
勤
医
師
が
着
任
。
常
勤
医
師
は

内
科
5
、
脳
神
経
外
科
1
、
整
形
外
科
1
、

外
科
3
の
10
名
と
な
る（
平
成
19
年
度
は

常
勤
医
3
名
）。
こ
れ
に
よ
り
、
外
科
診

療
の
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
、
入
院
、
手

術
の
受
け
入
れ
を
再
開
。

平
成
21
年
6
月

・
Ｘ
線
テ
レ
ビ
装
置
を
デ
ジ
タ
ル
式
の
最
新

機
種
に
更
新
。

《
今
後
の
予
定
》

平
成
21
年
８
月
〜
9
月

・
入
院
患
者
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な
療
養
環

境
を
提
供
す
る
た
め
、
病
棟
・
病
室
を
改

装
し
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
機
器
を
更
新
す
る
。

平
成
21
年
12
月

・
外
来
診
療
の
待
ち
時
間
短
縮
・
接
遇
の
改

善
を
目
指
し
、
病
院
内
で
の
診
療
情
報
の

共
有
化
を
図
る
た
め
の
、
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

施
設
・
機
器
の
更
新
は
、
故
障
等
の
発
生

に
よ
っ
て
診
療
業
務
に
影
響
が
で
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
投
資
で
あ
る
と

と
も
に
、
新
病
院
開
設
後
も
移
設
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
1
病
棟
を
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
看
護
師
の
不
足
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
力
で
看
護
師
等
の
確
保
に
奔

走
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
決
算
の
状
況

昨
年
度
の
診
療
に
伴
う
事
業
収
益
は
6
億

3
0
4
3
万
6
千
円
、
診
療
に
係
る
事
業
費

用
は
8
億
7
9
7
7
万
6
千
円
と
な
り
、
2

億
4
9
3
4
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
野
原
市
と
の
協
定
に
基
づ
き
、

運
営
に
際
し
て
の
運
営
交
付
金
等
の
交
付

（
平
成
20
年
度
は
3
億
円
）を
受
け
、
こ
れ
ら

の
収
入
を
事
業
外
収
益
に
計
上
し
た
結
果
、

最
終
的
に
は
1
億
1
4
6
9
万
1
千
円
の
経

常
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
利
益
の
中
か

ら
税
金
が
支
払
わ
れ
、
設
備
改
修
や
医
療
機

器
の
更
新
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
立
病
院

指
定
管
理
移
行
か
ら
も
う
す
ぐ
1
年
・
そ
の
あ
ゆ
み

◆
患
者
数
の
動
向

平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
3
月
ま
で

の
入
院
延
べ
患
者
数
は
9
7
6
5
人
、
外
来

延
べ
患
者
数
は
4
万
5
3
0
人
、
秋
山
診
療

所
延
べ
患
者
数
は
2
3
9
0
人
、
西
原
診
療

所
延
べ
患
者
数
は
2
3
0
人
と
な
り
ま
し

た
。
指
定
管
理
に
移
行
す
る
前
の
平
成
19
年

の
同
期
間
比
で
、
入
院
が
106
・
6
％
、
外
来

が
117
・
4
％
増
加
し
ま
し
た（
秋
山
診
療
所

は
運
営
母
体
の
異
な
る
国
保
診
療
所
で
あ

り
、
西
原
診
療
所
は
休
止
し
て
い
た
た
め
、

前
年
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
）。

平
成
21
年
4
月
以
降
、
入
院
・
外
来
と
も

に
患
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
診
療
機
能
の
回
復
・
拡
充
を
図
り
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁
62
―

5
1
2

1
）



月曜日
両角・外間
進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂
高橋

高橋
柴垣
鶴野
地場

小林
※3
※4
※5

9 広報うえのはら　平成21年9月号　　　　　

「上野原スマイルプラン」を知っていますか？

上野原市男女共同参画推進委員会では、平成17年6月
に「新しい未来へできることから始めよう」のタイトル
で、男女共同参画社会をめざす「上野原スマイルプラン」
を策定しました。4つの基本目標を定めましたが、その
「基本目標4」で、「男女平等・男女共同参画の社会づく
りをめざします」を掲げました。
新しい社会を作るためには、教育に待つべきものが多

いと言われています。子どもたちは、世の中の常識を親
やテレビや地域社会などから学びとっています。その中
には、社会的な性差を固定的に受けとってしまうことも
多く、知らず知らずに人を傷つけたり、自分自身も傷つ
けてしまいます。幼児期から男女平等・男女共同参画社
会をめざす教育を、家庭でも地域でも実践していく必要
があります。
◆アンケートを実施
「上野原スマイルプラン」を実践していく上で、実際
の幼児教育・保育の現場はどうなっているだろうと、福
祉課・市立保育所の協力を得て、保育士さんたちにアン

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.37

ケートをお願いし、回答を得ました。
推進委員会では、今後の活動を進めていく上で分析を

していますが、いくつかの課題が明らかになってきまし
た。

「男女共同参画」という言葉を知っている保育士さん
は8割を超しているのに、「上野原スマイルプラン」をご
存知の方は3分の1でした。私たちの啓発活動がまだまだ
だということです。このほかにもいろいろな設問をして
いますが、今後の推進委員会の活動に役立てたいと考え
ています。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

金曜日
両角・毛利
村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂
細川

細川
川村

井山・須田

松岡
水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前
午後
午前
午前
午後
午前

午前/午後
午前
午前

午前/午後
午前/午後
午前
午前
午後

診療科（所）

内科

小児科
小児心臓外科
脳神経外科
外科

胸部外科
肛門科（外科併任）
皮膚科
整形外科
眼科

耳鼻咽喉科
泌尿器科
西原診療所

秋山診療所

《上野原市立病院　9月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）
火曜日
櫻林・村田
石井・津久井大

赤羽

長坂
吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日
両角・津久井大
二階堂・※1
中根

長坂
吉田

吉田

戸島・須田
間渕
森山
長尾

前田

木曜日
津久井由・瀧山
津久井大・村田

喜瀬
戸田（予約第1週）

※2
高橋

平良（予約）
高橋

大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科水曜日は、両角・津久井大・二階堂医師の他に、第2・4週は非常勤内科医が診療を行います。
※2 脳神経外科の木曜日は、黒田・金丸・川瀧・仙北谷医師が交替で診療を行います。
※3 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※4 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※5 秋山診療所の月曜日（午後）は、第1・3週が小池医師、第2・4・5週が櫻林医師が診療を行います。
※表は8月25日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。

知っていた　38人

知らなかった
　　　　　8人

知っていた
　15人

知らなかった
　　　　　　30人

その他 1人

【設問1】
「男女共同参画」という言
葉を知っていましたか？

【設問2】
「上野原スマイルプラン」
を知っていましたか？
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●
対
象
者

本
年
4
月
1
日
現

在
、
上
記
表
の
年
齢
で
、
本
年

6
月
30
日
現
在
上
野
原
市
に
住

所
の
あ
る
方

●
事
業
内
容

①
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

②
検
診
手
帳

③
受
診
案
内

※
9
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
対
象
者

に
郵
送
し
ま
す
。

●
受
診
方
法

市
が
委
託
し
た
医

療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し

て
、
当
日
「
が
ん
検
診
ク
ー
ポ

ン
券
」
お
よ
び
本
人
確
認
書
類

（
医
療
保
険
証
・
運
転
免
許
証

等
）を
持
参
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
で
、
今
回
の
推
進

事
業
の
対
象
と
な
る
検
診
を
す

で
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、
検
診

費
用
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て

お
返
し
し
ま
す
の
で
、
保
健
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

な
お
、
こ
の
「
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
推
進
事
業
」
は
、
健
康
増

進
法
に
基
づ
き
市
が
行
う
検
診
が

対
象
で
す
。
そ
の
た
め
、
事
業
実

施
医
療
機
関
は
、
市
と
委
託
契
約

を
し
た
病
院
等
と
な
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課

保
健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

お
よ
び
「
介
護
予
防
健
診
」

の
結
果
の
返
却

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的

に
、
各
種
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
健
診
結
果
に
よ
り
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）の
危
険
が
あ
る
が
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
そ

の
予
防
が
可
能
な
方
を
対
象
に
個

別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
回
復
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
症
状
の
な
い
う
ち
に
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
健
康
維
持
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
の
返
却
方
法
が
個
別

相
談
の
対
象
と
な
っ
た
方
も
、

「
発
症
し
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

で
は
な
く
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
主
治
医
や
か
か
り
つ
け

医
が
い
る
方
は
、
健
診
結
果
を
医

師
に
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

女
性
特
有
の

が
ん
検
診
推
進
事
業

こ
の
事
業
は
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
女
性
を
対
象
に
、
子
宮
頚
が

ん
お
よ
び
乳
が
ん
に
関
す
る
検
診

手
帳
等
を
送
付
し
、
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
の
受
診
促
進
に
よ
り
、

が
ん
の
早
期
発
見
と
正
し
い
健
康

意
識
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
協
力
に
よ
り
、
例
年
ど
お
り
75

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

各
地
区
で
次
の
と
お
り
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
大
目
地
区

9
月
13
日（
日
）

大
目
小
体
育
館

■
甲
東
地
区

9
月
27
日（
日
）

旧
平
和
中
体
育
館

■
四
方
津
地
区

9
月
27
日（
日
）

四
方
津
小
体
育
館

■
コ
モ
ア
地
区

9
月
27
日（
日
）

桜
扇

■
沢
松
地
区

9
月
27
日（
日
）

沢
松
小
体
育
館

■
大
鶴
地
区

10
月
3
日（
土
）

大
鶴
小
体
育
館

■
島
田
地
区

9
月
27
日（
日
）

島
田
中
体
育
館

■
上
野
原
地
区

10
月
17
日
（
土
）

上
野
原
小
体
育
館

■
棡
原
地
区

10
月
11
日（
日
）

棡
原
小
体
育
館

■
西
原
地
区

10
月
4
日
（
日
）

西
原
小
体
育
館

■
秋
山
地
区

9
月
27
日（
日
）

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訪
問
事
業

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

の
お
宅
に
、
市
が
養
成
し
た
「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

相
談
や
話
し
相
手
、
安
否
確
認
等

を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

は
、
市
役
所
ま
た
は
秋
山
支
所
・

各
出
張
所
に
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

え
、「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

追
っ
て
担
当
者
等
の
お
名
前
、

初
回
訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
は
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
利
用
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

対象年齢（生年月日）

子
宮
頸
が
ん

検
　
　
　
診

20歳（昭和63年4月2日～平成元年4月1日生）
25歳（昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生）
30歳（昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生）
35歳（昭和48年4月2日～昭和49年4月1日生）
40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生）
40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生）
45歳（昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生）
50歳（昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生）
55歳（昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生）
60歳（昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生）

乳
が
ん
検
診

検診名



実施日
9月29日（火）
9月30日（水）
10月27日（火）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

9月11日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児
3 歳 児

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★すこやか健康相談（9/1～10/10までの予定）

※血糖値が高く糖尿病が気になる方で健康相談を
希望される場合は、電話等で前日までにご連絡
ください。当日は空腹時の血糖を測定するため、
朝食は食べないようにしてください（湯茶は可）。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申
込みください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※10月6日（火）は中止になります。
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 9月28日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（9/1～10/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★秋期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：45
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、体温計
※きょうだいで接種する回数が異なるお子さんがいる場
合に限り、同日に接種することができます。

★昭和50年～52年生まれの方のポリオ
ワクチン追加接種
昭和50年から52年に生まれた方々は、他の年齢

層の方に比べてポリオに対する抗体保有率が低い
ことから、この年齢層の方は、次の場合に再度ポ
リオワクチンを接種するようお勧めします。
①ポリオ常在国に渡航される場合
②お子さんがポリオワクチンを接種する場合（この
場合はお子さんと同時期に接種）

※任意接種ですので、接種費用は全額自己負担に
なります。

※詳細については保健担当までお問い合わせくだ
さい。

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前9：45～10：15
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

11 広報うえのはら　平成21年9月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

9 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

該当児
平成21年5月～6月15日生
平成20年11月16日～12月生
平成20年1月16日～2月生
平成18年4月～5月15日生

実施日
9月24日（木）
10月 7日（水）
9月10日（木）
9月 7日（月）

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人
1回目、2回目どちらでも



越
し
く
だ
さ
い
。

●
10
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

10
月
17
日（
土
）、
11
月
14
日

（
土
）、
12
月
19
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
親
子

が
遊
べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
9
日（
水
）・
24
日

（
木
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜
正

午
）」を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

大
鶴
楽
生
園
で
は

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種

調
理
員

●
募
集
人
員

若
干
名

●
勤
務
日
数

週
5
日（
シ
フ
ト

勤
務
に
よ
り
2
交
代
制
）

●
勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後

6
時

●
給
与

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
程
に
基
づ
き
支
給

●
申
込
方
法

履
歴
書
を
持
参
し

大
鶴
楽
生
園
へ
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
鶴
楽
生
園

（
蕁
63
―

0
9
7
1
）

上
野
原
用
水
見
学
会
を

開
催
し
ま
す

水
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
は

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
水
が
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に

し
て
上
野
原
ま
で
来
る
か
は
知
ら

な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
上
野
原
土
地
改
良
区

で
は
次
の
と
お
り
上
野
原
用
水
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
9
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時
30
分
ま
で

●
集
合
時
間
・
場
所

午
後
0
時

50
分
、
上
野
原
土
地
改
良
区
事

務
所

●
定
員

40
名

●
申
込
締
切

9
月
25
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野

原
土
地
改
良
区（
蕁
蕭
63
―

0
5

0
3
）

●
場
所

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村

（
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船

津
6
6
6
3
―

1
）

●
問
い
合
わ
せ

富
士
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局（
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
蕁
0
5
5
5
―

72
―

5
5
3

3
）

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
」
入
学
者
を
募
集

県
生
涯
学
習
文
化
課
で
は
、
県

民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応

援
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

講
座
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
・
対
象
者

い
つ
で
も
ど

な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

●
入
学
費
用

無
料

●
申
込
方
法

市
教
育
委
員
会
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
に
備
え

付
け
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
入
学
者
募
集
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
申
込
書
を
郵
送
ま

た
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
生
涯
学
習
文

化
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1

3
1
9
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
2.m
anabi.pref.

yam
anashi.jp/cam

pusnet/

「
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
16
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

会
議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
富
士
北
麓
・
東

部
地
域
の
障
害
を
持
つ
方
と
地
域

住
民
の
方
々
が
、
一
日
楽
し
く
ふ

れ
あ
い
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
第
14
回
富
士

ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

9
月
19
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
2
時
40
分

広報うえのはら　No.55  12
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応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
26
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

9
月
19
日（
土
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お



●
申
込
方
法

電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6
9

1
1
）

9
月
10
日
は

「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す

屋
外
広
告
物（
看
板
）は
、
お
店

や
商
品
を
宣
伝
す
る
の
に
役
立
ち

ま
す
が
、
何
の
決
ま
り
も
な
く
設

置
す
る
と
街
な
み
や
自
然
の
景
観

を
損
ね
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
美
し
い
県
土

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
屋
外
広

●
定
員

6
組
（
1
組
30
分
程
度
）

●
申
込
方
法

予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

9
月
14
日（
月
）

〜
18
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
県
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ソ

コ
ン
講
座
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

初
級
講
座
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
的
な
知
識
の
習
得
、
中
級
講
座

は
、
初
級
講
座
を
修
了
し
、
さ
ら

に
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
し
た
い

人
向
け
の
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
情
報
活
用
力
を
身
に
つ
け
る
講

座
で
す
。

こ
の
講
座
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
や
ま
な
し
と
の
共
催
で

す
。

●
受
講
料

無
料

●
定
員

初
級
講
座
24
名
、
中
級

講
座
10
名

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

3
階
第
1
Ｍ
Ｍ
教
室

●
開
催
時
間

午
後
1
時
30
分
〜

4
時

●
開
催
日
程

《
初
級
講
座
》

①
10
月
3
日（
土
）
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基

礎
②
10
月
10
日（
土
）
表
計
算
ソ
フ

ト
の
基
礎

■
講
師
　
帝
京
科
学
大
学
生
命
環

境
学
部
教
授
小
林
和
生
さ
ん

《
中
級
講
座
》

①
10
月
17
日（
土
）
情
報
検
索
・

情
報
運
用

②
10
月
24
日（
土
）
数
値
分
析

■
講
師
　
帝
京
科
学
大
学
生
命
環

境
学
部
准
教
授
斉
藤
幸
喜
さ
ん

不
動
産
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

山
梨
県
本
部
で
は
、
次
の
と
お
り

不
動
産
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時

9
月
25
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
り
）

●
内
容

・
不
動
産
に
関
わ
る
法
律
・
税
金

（
相
続
税
・
贈
与
税
）相
談

・
住
宅
等
建
築
相
談

13 広報うえのはら　平成21年9月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
27日
午前 9：00 ～ 　　正　午

10日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

25日

9月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・25日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A
15日
午前 9：00 ～ 午後 4：00

（祝日除く）

（祝日除く）

・10月8日  

（祝日を除く）

告
物
を
設
置
す
る
場
所
に
よ
り
、

大
き
さ
や
色
の
基
準
を
「
山
梨
県

屋
外
広
告
物
条
例
」
で
定
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
知
事

ま
た
は
市
町
村
長
の
許
可
が
な
け

れ
ば
屋
外
広
告
物（
看
板
）を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
決
ま
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
（
看
板
）

を
設
置
す
る
場
合
や
、
設
置
し
て

い
る
が
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場

合
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
美
し
い

県
土
づ
く
り
推
進
室（
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
3
2
5
）

行
政
相
談
委
員
に
本
城
谷
真
知
子
さ
ん

三
枝
桂
子
さ
ん

本城谷真知子さん

平
成
21
年
8
月
1
日
付
け
で
、
巌

地
区
の
本
城
谷
真
知
子
さ
ん
、
三
枝

桂
子
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
上
野

原
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
所
は
、
毎
月
1
回
、
市

役
所
会
議
室
で
、
年
金
、
医
療
保
険
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
道
路
、
登

記
事
務
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
下
記
の
相
談
日
欄
に
毎

月
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

三枝桂子さん
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移
動
県
民
相
談
開
催

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「
移
動
県
民
相
談
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

9
月
15
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所

北
都
留
合
同
庁
舎（
大

月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―

3
）

●
相
談
内
容

法
律
相
談
、
交
通

事
故
相
談
、
労
働
問
題
、
消
費

者
生
活
相
談

●
問
い
合
わ
せ

県
民
生
活
セ
ン

タ
ー
地
方
相
談
室（
蕁
45
―

5
0

3
8
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

次
の
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
現

在
受
給
資
格
の
認
定
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
以
上
で
永
続
す
る
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
等

●
支
給
額（
月
額
）

・
1
級
　
5
万
7
5
0
円

・
2
級
　
3
万
3
8
0
0
円

●
支
給
制
限

施
設（
通
園
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
た
場
合
や

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
永
続
す
る
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
児
童

●
支
給
額（
月
額
）

1
万
4
3
8

0
円

●
支
給
制
限

支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
等
の
給

付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
ま
た

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
が
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

方
●
支
給
額（
月
額
）

2
万
6
4
4

0
円

●
支
給
制
限

施
設
等
に
入
所
し

た
場
合
や
3
か
月
以
上
入
院
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
制
限

に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

か
ら
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
中
小
企
業
の
従
業
員
お
よ
び

県
民
の
み
な
さ
ん
の
能
力
向
上
を

図
る
た
め
各
種
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
次
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

《
松
の
手
入
れ
教
室
》

古
葉
の
も
み
あ
げ
、
小
す
か
し

剪
定
、
荒
す
か
し
剪
定
な
ど
の
方

法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時

10
月
14
日（
水
）午
前
9

素敵な出会いをサポートします
『ふれあいパーティー』参加者を募集します

市結婚相談所では、「素敵なパートナーを見つけてみません
か！」を合言葉に、出会いの場を創出する『ふれあいパーティー』
を開催します。
結婚を真剣に考えている方、気軽に参加してください。

●日時 9月27日（日）午後1時30分～4時（受付午後1時～）
●場所 京王プラザホテル八王子（ＪＲ八王子駅前）
●内容 パーティー方式（軽食）
●参加資格
男女共　25歳以上50歳までの独身の方（ともに再婚可）
●参加費 男性　6,000円

女性　3,000円
●申込期間 9月1日（火）～16日（水）
●募集人数
男女とも25名（応募多数の場合は抽選とさせていただきます）。
※詳細については、後日申込者あてに連絡します。
●申込方法・問い合わせ ハガキ・ファックスで、①住所②氏名
③年齢④職業⑤連絡先⑥初・再婚⑦趣味⑧自己ＰＲを明記のう
え、「上野原市結婚相談所」事務局ま
でお申込みください。また、電話でも
受け付けます。
〒409―0192上野原市上野原3832
福祉課福祉総務担当（蕁62―3115・蕭
30―2041）

時
〜
午
後
4
時（
雨
天
の
場
合

は
15
日
に
延
期
）

●
講
師

（
株
）雲
松
園
会
長
小
林

豊
蔵
さ
ん（
現
代
の
名
工
）

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
定
員

40
名

●
申
込
締
切

10
月
7
日（
水
）

《
障
子
の
は
り
か
え
教
室
》

障
子
の
上
手
な
は
り
か
え
方
を

学
び
ま
す
。

●
日
時

11
月
5
日（
木
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時

●
講
師

山
梨
県
表
具
内
装
技
能

士
会
山
岡
文
夫
さ
ん

●
受
講
料

3
1
5
0
円

●
定
員

30
名

●
申
込
締
切

10
月
22
日（
木
）

《
共
通
事
項
》

●
会
場

山
梨
県
中
小
企
業
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
大
津

町
2
1
3
0
―

2
）

●
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー（
蕁
0
5
5
―

2
4
3
―

4
9

1
6
・
蕭
0
5
5
―

2
4
3
―

4

9
1
9
）
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閲覧の年月日

平成20年12月25日

平成21年1月29日

平成21年6月18日

住民基本台帳法第11条第3項および第11条の2第12項、住民基本台帳の一部の閲覧および住民票の写しなどの交付
に関する省令第3条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

閲覧の期間　平成20年8月1日～平成21年7月31日

住民基本台帳の閲覧状況の公表

申出者の氏名

（株）ビデオリサーチ

代表取締役　木村武彦

（社）中央調査社

会長　中田正博

（財）山梨総合研究所

理事長　渡辺利夫

利用目的の概要

日本たばこ産業（株）が実施
する2009年「全国たばこ喫煙
者率調査」の対象者抽出のた
め。
慶応義塾大学パネルデータ設
計・解析センターが実施する
「仕事と生活」の調査対象者抽
出のため。
山梨県が実施する「環境と森
づくりに関する県民意識調査」
の対象者抽出のため。

閲覧に係る住民の範囲

市内全域で、大正8年5月
1日～平成元年4月30日生
まれの男女のうち20件。

コモアしおつ一丁目から
四丁目で、年齢が20歳以
上の男女のうち64件。

市内全域で、20歳以上の
男女のうち20件。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
を

実
施
し
ま
す

（
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社
で
は
、

平
成
21
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
認
定
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施

工
す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」

の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属
が
必

要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責
任
技

術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

●
受
付
期
間

10
月
1
日（
木
）〜

23
日（
金
）

●
講
習
会

11
月
17
日（
火
）

●
試
験

11
月
29
日（
日
）

●
会
場

山
梨
県
立
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総

合
）（
甲
府
市
朝
気
1
―

2
―

2
）

●
申
込
先

（
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川

字
北
畑
4
1
7
）

※
申
込
用
紙
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
下
水
道
課（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

・
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー（
大
月
市

梁
川
町
塩
瀬
8
0
0
蕁
26
―

3

4
0
1
）

●
問
い
合
わ
せ
（
財
）山
梨
県
下

水
道
公
社
事
務
局（
蕁
0
5
5
―

2
6
3
―

2
7
3
8
）

県
民
の
日

富
士
吉
田
会
場
の
お
知
ら
せ

11
月
20
日
の「
県
民
の
日
」を
記

念
し
て
、
次
の
と
お
り
富
士
吉
田

市
に
特
設
会
場
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場
出
演

者
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者

も
募
集
し
ま
す
。

《
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
》

●
日
時

10
月
24
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場
所

富
士
北
麓
公
園
陸
上
競

技
場
前
特
設
会
場

●
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
市
町
村
の
特
産
品
販
売
、

屋
台
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

《
ふ
れ
あ
い
広
場

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
の
募
集
》

●
対
象
者

県
内
に
在
住
す
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
。
プ
ロ
・
ア
マ
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
高
校

生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
承
認

が
必
要
で
す
。

●
内
容

問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

カ
ラ
オ
ケ
や
公
序
良
俗
に
反
す

る
も
の
、
運
営
上
支
障
と
な
る

発
表
は
除
き
ま
す
。

※
抽
選
に
よ
り
出
演
者
を
決
定
し

ま
す
。

《
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
》

●
募
集
内
容

区
画
数
25
、
出
店

料
500
円
。

※
抽
選
に
よ
り
出
店
者
を
決
定
し

ま
す
。

●
申
込
締
切

9
月
14
日（
月
）

●
申
込
先

（
株
）ア
ド
ブ
レ
ー
ン

社
企
画
制
作
局（「
県
民
の
日
富

士
吉
田
会
場
」ふ
れ
あ
い
広

場
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
運
営

委
託
先
）（
蕁
0
5
5
―

2
3
1
―

3
3
1
1
土
・
日
曜
日
は
除

く
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
企
画
部

県
民
室
県
民
生
活
・
男
女
参
加

課
県
民
生
活
推
進
担
当（
蕁
0

5
5
―

2
2
3
―

1
3
5
0
）

10
月
1
日
〜
7
日
は

公
証
週
間
で
す

《
公
証
役
場
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
》

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
、
国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役

場
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
、

金
銭
・
土
地
建
物
の
貸
借
、
離
婚

に
伴
う
慰
謝
料
・
養
育
費
・
財
産

分
与
等
に
関
す
る
大
切
な
契
約
を

公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談

（
秘
密
厳
守
）は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
月
公
証
役
場

（
大
月
市
駒
橋
1
―

2
―

27
蕁
23
―

1
4
5
2
）



上野原市振興券

有効期限は

9月30日（水）です

上野原市振興券

有効期限は

9月30日（水）です

●
申
込
期
限

9
月
25
日（
金
）

ま
で

●
参
加
費

3
0
0
0
円（
賞

品
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
）

●
プ
レ
ー
代

1
万
3
5
0
0
円

（
食
事
・
キ
ャ
デ
ィ
・
乗
用
カ

ー
ト
付
、
消
費
税
込
み
）、
70

歳
以
上
1
万
2
7
0
0
円（
年

齢
証
明
必
要
）

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と
し
て
、

受
付
時
に
一
人
500
円
の
募
金
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
実
行
委
員
》（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区

水
野
忠
義

□
甲
東
地
区

志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区

木
村
信
男

□
コ
モ
ア
地
区

土
屋
勝
躬

□
八
ツ
沢
地
区

小
林
輝
男

□
松
留
地
区

大
神
田
謙
司

□
島
田
地
区

小
鷹
正
利

□
大
鶴
地
区

市
川
正
末
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上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
第
5
回
上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
20
日（
火
）

●
場
所

レ
イ
ク
相
模
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

●
申
込
資
格

市
に
住
民
登
録
、

ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
、
ゴ

ル
フ
場
の
規
約
・
マ
ナ
ー
を
遵

守
で
き
る
方

●
申
込
方
法

教
育
委
員
会
お
よ

び
実
行
委
員
宅
に
用
意
し
て
あ

る
「
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

参
加
費
を
添
え
て
社
会
教
育
担

当
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
定
員

40
組
160
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

□
上
野
原
地
区

野
路
正
文
、
原

島
清
志
、
福
田
健
、
富
田
裕
久
、

鷹
取
偉
一

□
棡
原
地
区

長
田
章

□
西
原
地
区

奈
良
長
光

□
秋
山
地
区

佐
藤
春
樹
、
関
戸

正
文
、
小
笠
原
嘉
秀

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ

職
場
内
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
の
解
決
は
、
簡
易
・
迅
速
な

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
（
無
料
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室
、
最

寄
り
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

総
務
部
企
画
室（
蕁
0
5
5
―

2

2
5
―

2
8
5
1
）、
都
留
労
働

基
準
監
督
署（
蕁
43
―

2
1
9
5
）

自
分
の
体
力
を

知
り
ま
し
ょ
う
！

市
教
育
委
員
会
お
よ
び
富
士
・

東
部
教
育
事
務
所
で
は
、
平
成
21

年
度
体
力
・
運
動
能
力
調
査
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
文
部
科

学
省
主
催
で
、
成
人
の
体
力
・
運

動
能
力
を
把
握
す
る
た
め
に
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
参
加
者

に
は
調
査
終
了
後
に
、
全
国
平
均

と
比
較
し
た
体
力
診
断
表
を
お
渡

し
し
ま
す
。

ご
自
分
の
体
力
等
の
現
状
を
知

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
17
日（
木
）午
後
6

時
〜（
受
付
午
後
5
時
30
分
〜
）

●
対
象
者

20
歳
〜
64
歳
ま
で
の

上
野
原
市
民
の
方

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
持
ち
物

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
な
ど

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

下
水
道
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
、（
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社
、
釜
無
川
流
域
下
水
道
推
進

協
議
会
で
は
、
9
月
の「
下
水
道

の
日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

「
第
24
回
下
水
道
ま
つ
り
」を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

9
月
5
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
2
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
南
巨
摩
郡
増
穂
町
長
沢
1
7

9
0
）

●
催
し
物

下
水
道
見
学
会
、
下

水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
下

水
道
展
、
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
、

大
道
芸
・
和
太
鼓
演
奏
等
の
イ

ベ
ン
ト
、
農
産
物
、
特
産
品
の

販
売
等

●
問
い
合
わ
せ

釜
無
川
浄
化
セ

ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
6
―

22
―

8

5
1
1
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場

・
11
月
1
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

・
11
月
8
日（
日
）都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3
―

8
―

1
）

●
願
書
受
付
期
間

9
月
24
日

（
木
）〜
10
月
7
日（
水
）土
・
日

曜
日
は
除
く
。

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵

送
可
）

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
2
）

有効期限を過ぎると、それ以降無効

となりますので、まだ使用していない

振興券は早めにお使いください！

●問い合わせ 市商工会（蕁63－0638）



有
機
農
業
実
践
講
座

市
の
有
機
農
業
の
推
進
普
及
を

図
る
た
め
、
次
の
日
程
で
講
座
を

開
設
し
ま
す
。
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
野
菜
作
り
を
目
指
す
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
有
機
農
業
実
践
講
座（
化
学
肥

料
・
農
薬
不
使
用
農
業
）

●
開
催
日
時

9
月
〜
12
月
ま
で

毎
月
第
3
日
曜
日（
全
4
回
）

午
後
1
時
30
分
〜

●
募
集
人
員

30
名

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
他

●
費
用

2
5
0
0
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

※
主
催
　
上
野
原
有
機
農
業
研
究
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会
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

有
機

農
業
研
究
会
事
務
局（
蕁
62
│

3

3
0
3
・
62
│

3
7
6
7
）

文
化
祭
へ
の
一
般
参
加
展
示

作
品
を
募
集
し
ま
す

上
野
原
市
文
化
協
会
で
は
、
市

の
文
化
向
上
の
た
め
毎
年
文
化
祭

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
一
般
参
加
展
示
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

●
展
示
期
間

10
月
31
日（
土
）〜

11
月
3
日（
祝
）

●
展
示
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
募
集
作
品

絵
画
、
書
、
写
真
、

工
芸
、
陶
芸
、
文
芸
、
活
花
等

●
対
象
者

市
内
在
住
の
方

●
申
込
期
限

9
月
19
日（
土
）必

着
●
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
市
教
育
委
員
会
教

育
学
習
課
内
の
文
化
協
会
事
務

局
に
提
出（
秋
山
支
所
、
各
出

張
所
に
提
出
も
可
能
で
す
）。

●
申
込
用
紙
配
付
場
所

市
教
育

委
員
会
受
付
、
秋
山
支
所
、
各

出
張
所

●
展
示
打
合
せ

10
月
初
旬（
展

示
希
望
者
へ
文
化
協
会
か
ら
ご

連
絡
し
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ

文
化
協
会
会
長

長
坂
幸
夫（
蕁
62
│

5
4
0
5
）

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

や
ま
び
こ
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

は
、『
み
ら
い
へ
つ
き
す
す
め

み
ん
な
の
や
ま
び
こ
30
年
の
時
を

き
ざ
み
』
を
テ
ー
マ
に
第
31
回
や

ま
び
こ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

児
童
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の

成
果
を
「
う
た
と
げ
き
の
会
」
や

「
作
品
展
示
や
展
示
即
売
」
を
と

お
し
て
発
表
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
校
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
10
日（
土
）午
前
9

時
40
分
〜
午
後
2
時
30
分（
予

備
日
10
月
11
日
）

●
場
所

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学

校
・
体
育
館
お
よ
び
校
内（
大

月
市
富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7
）

●
催
物

○
う
た
と
げ
き
の
会

○
作
品
展
示

○
木
工
・
陶
芸
・
織
物
・
工
芸
製

品
な
ど
の
製
作
物
販
売

○
バ
ザ
ー

●
問
い
合
わ
せ

県
立
や
ま
び
こ

支
援
学
校（
蕁
23
―

1
9
4
3
）

市
職
員
の
人
事
異
動

8
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順

不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）。

〈
配
置
換
〉

▼
企
画
課
副
主
幹（
市
民
課
）

上
原
千
歳

▼
企
画
課
主
査（
経
済
課
）

山
口
和
裕

▼
税
務
課
主
幹（
病
院
対
策
課
）

鷹
取
雅
臣

▼
市
民
課
主
幹（
税
務
課
）

落
合
康
文

▼
病
院
対
策
課
主
幹（
企
画
課
）

佐
藤
通
朗

▼
経
済
課
副
主
幹（
企
画
課
）

桑
名
定
則

西関東吹奏楽コンクール出場
7月31日～8月2日、甲府・県民文化ホール

で第49回県吹奏楽コンクールが開催され、山
梨県代表として、市内から次の学校が9月～
10月に行われる西関東吹奏楽コンクールへの
出場権を獲得しました。
～西関東吹奏楽コンクール出場校（市内）～

【中学校】上野原西中学校
【高　校】日大明誠高校、上野原高校

西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

の
報
告
に
、
教
育
委
員
会
を
訪
れ
た

上
野
原
西
中
の
生
徒

広
　
　
告

▲



富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

大
目
地
区

大
神
田
玲
愛

れ

な

（
正
樹
）、
一
ノ
宮

徠
翔

ら
い
が（

章
雄
）

巌
地
区

山
口
輝
也

て
る
や

（
靖
）、
齋
藤
優
衣

ゆ

い

（
清
）、

杉
本
凛
空

り

く
（
仁
司
）、
上
原
菜
々
美

な

な

み

（
昇
）

島
田
地
区

久
島
謙
伸

け
ん
し
ん（

信
耶
）

上
野
原
地
区

荒
井
美
空

み

く
（
誠
）、
細
川
佳
夏

か

な
（
洋
）、

中
村
龍
星

り
ゅ
う
せ
い（

司
）、
白
鳥
空
雅

く
う
が（

翔
）

秋
山
地
区

伊
藤
彩
音

あ
や
ね（

仁
）

島
田
地
区

久
島
佑
貴
＝
大
久
保
絵
美
子

上
野
原
地
区

志
村
剛
＝
後
藤
瞳

時
〜

●
場
所

富
士
吉
田
合
同
庁
舎

※
主
催
　
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー
結
核
は
今
で
も

最
大
の
感
染
症
！

《
9
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す
》

結
核
は
医
療
や
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
っ
て
、
薬
を
飲
め
ば
完
治

で
き
る
過
去
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
結
核
は
、
人
か
ら

人
へ
う
つ
る
病
気
で
す
が
、
早
期

に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
人
に
う

つ
す
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
治
療

も
短
期
間
で
済
み
ま
す
。
職
場
・

学
校
な
ど
の
定
期
健
康
診
断
は
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
せ
き
や
発
熱
が
2
週
間

以
上
続
く
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
で
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

結
核
は
抵
抗
力
が
弱
ま
る
と
発

病
し
や
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
十

分
な
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
と
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
7
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

9
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

小
さ
な
動
物
に
も
、
人
と
同
じ

よ
う
に
命
や
感
情
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
習
性
を
理
解

し
て
、
周
り
に
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
配
り
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
ま

し
ょ
う
。

飼
い
犬
・
猫
に
「
迷
子
札
」
を

付
け
て
い
ま
す
か
？
も
し
迷
子
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保
健
所
や
市

役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
迷
子
や
保
護

さ
れ
た
犬
・
猫
の
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

《
県
動
物
愛
護
デ
ー
》

●
日
時

9
月
23
日（
水
・
祝
）

午
前
10
時
〜

●
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

《
県
民
の
日
　
富
士
吉
田
会
場
》

※
動
物
愛
護
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

●
日
時

10
月
24
日（
土
）
午
前

10
時
〜

●
場
所

富
士
北
麓
公
園

《
犬
の
し
つ
け
方
教
室
》

●
日
時

10
月
24
日（
土
）午
後
2

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 落合 桃心
も も こ

ちゃん（5歳6か月）

奈々世
な な せ

ちゃん（3歳5か月）
鉄也さん典世さんの長女・二女

“姉妹仲良く優しい大人になってね！”
巌地区 飯島 瑚珀

こ は く

ちゃん（1歳6か月）
正之さん妙子さんの長女

“たくさん食べて大きくなぁれ！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



巌
地
区

佐
々
木
和
男（
二
三
子
）、
大
神
田

勝
江（
瀧
雄
）

島
田
地
区

佐
藤
亀
久（
公
明
）、
河
内
孝
子

（
昭
利
）

上
野
原
地
区

清
水
友
治（
正
）、
高
尾
忠
男（
裕
一
）、

諸
角
文
三（
和
子
）、

地
く
に
子

（
延
喜
）、
大
久
保
清
作（
敬
子
）

棡
原
地
区

木
下
悦
雄（
善
裕
）

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
三
日
の
暮
色
』

藤
沢
周
平
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
9
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
お
知
ら
せ
☆

「
上
野
原
親
と
子
で
良
い
映
画

を
観
る
会
」
か
ら
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
用
の
ア
ニ
メ
作
品
等

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

◆
『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
・
バ
イ
』

霞
流
一
／
作
　
理
論
社

◆
『
花
の
道
は
嵐
の
道
』

天
野
頌
子
／
著
　
ポ
プ
ラ
社

絵

本

○
『
本
所
な
な
ふ
し
ぎ
』

山
本
孝
／
絵
　
斉
藤
洋
／
文

偕
成
社

○
『
じ
し
ゃ
く
の
ふ
し
ぎ
』

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｍ
・
ブ
ラ
ン

リ
ー
／
作
　
ト
ゥ
ル
ー
・
ケ
リ

ー
／
絵
　
福
音
館
書
店

○
『
と
り
と
お
ひ
る
ね
』

こ
ば
よ
う
こ
／
絵
　
松
橋
利

光
／
写
真
・
文
　
ア
リ
ス
館

○
『
い
の
ち
の
も
り
で
』

や
な
せ
た
か
し
／
作
・
絵
　
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社

○
『
だ
い
す
き
な
か
あ
さ
ん
』

い
も
と
よ
う
こ
／
絵
・
文
　
至

光
社

『
ウ
ォ
ン
ブ
ル
ズ
』

◎
日
時
　
9
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
25
分

午
後
2
時
〜
2
時
25
分

『
あ
つ
ま
る
ア
ニ
マ
ル
』
他

◎
日
時
　
9
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

9
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

6 7 8 9 10 11

27

12
13 14 15 16 17 18 19

2220 21 23 24 25 26

5

28 29 30

1 2 3 4

一

般

書

◇
『
道
絶
え
ず
ば
、
ま
た
』

松
井
今
朝
子
／
著
　
集
英
社

中
村
座
炎
上
か
ら
五
年
。
一

世
一
代
の
「
道
成
寺
」
の
初
日
、

当
代
一
の
立
女
形
、
三
代
目
荻

野
沢
野
之
丞
が
不
審
な
死
を
遂

げ
る
。

◇
『
デ
ン
デ
ラ
』

佐
藤
友
哉
／
著
　
新
潮
社

五
十
人
の
老
婆
が
奇
妙
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
現

在
の
姥
捨
て
山
「
デ
ン
デ
ラ
」。

様
々
な
感
情
が
渦
巻
く
隠
れ

里
。

◇
『
理
屈
が
通
ら
ね
え
』

岩
井
三
四
二
／
著
　
角
川
学
芸

出
版苦

労
し
て
解
い
た
「
十
字
環
」

の
謎
に
、
旅
の
算
法
者
が
新
し

い
解
き
方
を
示
し
た
と
い
う
。

理
屈
を
通
さ
ね
ば
気
が
す
ま
な

死

亡

い
二
文
字
厚
助
の
悪
戦
苦
闘
の

珍
道
中
。

◇
『
薄
暮
』

篠
田
節
子
／
著
　
日
本
経
済
新

聞
出
版
社

封
印
さ
れ
て
い
た
一
枚
の
絵

が
脚
光
を
浴
び
た
時
、「
閉
じ

ら
れ
た
天
才
画
家
」
は
妻
の
元

を
離
れ
、
郷
土
の
人
々
の
欲
望

と
疑
心
が
う
ご
め
き
始
め
る

ー
。

◇
『
問
題
が
あ
り
ま
す
』

佐
野
洋
子
／
著
　
筑
摩
書
房

中
国
で
迎
え
た
終
戦
の
記

憶
、
極
貧
の
美
大
生
時
代
、
夫

婦
の
恐
る
べ
き
実
像
。
愛
と
笑

い
が
た
っ
ぷ
り
つ
ま
っ
た
エ
ッ

セ
イ
集
。

◇
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
肩
か
け
』

エ
ル
サ
・
モ
ラ
ン
テ
／
著
　
北

代
美
和
子
／
訳
　
河
出
書
房
新

社
母
と
息
子
の
近
親
相
姦
的
な

愛
が
生
む
悲
劇
を
描
い
た
表
題

作
ほ
か
、
全
十
二
編
収
録
。

児

童

書

◆
『
日
曜
日
島
の
パ
パ
』

ペ
ッ
テ
ル
・
リ
ー
ド
ベ
ッ
ク
／

著
　
菱
木
晃
子
／
訳
　
岩
波
書

店
◆
『
ふ
し
ぎ
の
森
の
ヤ
ー
ヤ
ー

な
み
だ
の
ひ
み
つ
』

内
田
麟
太
郎
／
著
　
高
畠
純
／

絵
　
金
の
星
社

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆
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7月25日、西原地区びりゅう館を中心に、「はたけ
っとまーけっと2009」が行われました。手作りの展
示場で野菜・雑貨品の販売、廃校を使ったアートやか
かしコンクールも行われ、市内外から訪れた観光客が
楽しそうに会場を巡っていました。

見つけよう好きなこと体験活動

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

7月31日～8月2日の3日間、市文化協会では「みつけよう好きなこと
体験活動」と題し、市内の子どもたちを招いてもみじホールで体験活動を
行いました。この体験活動には、囲碁部、日本舞踊、茶道部、将棋部、書
道部、箏曲部、美術部の7部に100名を超える市内の小・中学生が参加し
ました。子どもたちはみな、時には真剣な眼差しを、時には笑顔いっぱい
の表情を見せながら、文化協会の講師のみなさんから指導を受けました。
子どもたちには芸術・文化を肌で感じる体験活動となりました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,179人 （－ 7）
男 ●13,554人 （－ 8）
女 ●13,625人 （＋ 1）
世帯●10,001世帯（－ 4）
平成21年8月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●はたけっとまーけっと2009
大目地区南米沢に安産祈願の神社として伝えられて

いる「産護神社」が78年ぶりに新築され、7月25日、
南米沢・高橋両地区の住民が竣工式を行いました。
両地区のみなさんは、産護神社の完成を祝い、「地

域が子宝に恵まれるように」と願いました。

●南米沢地区の産護神社竣工式

7月～8月、棡原地区区長会の取り組みの一環とし
て、棡原各地区のみなさんが参加して清掃活動を行い
ました。清掃活動に参加したみなさんは、早朝から通
学路や登山道の安全を確保するため、見通しの悪い道
路脇の草刈りや、ごみ拾いなどを行いました。

●棡原地区で清掃活動
8月7日、北都留地区教育研究協議会では夏季集会

をもみじホールで行いました。講演会には、テレビで
もお馴染みの杏林大学外国語学部の金田一秀穂教授を
招き、北都留地区の公立小中学校の教師や保護者らが、
金田一教授の講演に熱心に耳を傾けていました。

●北教研夏季集会講演会
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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